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キャピタル A ブルハド（CAPI） 
取引所が「経営難企業（PN17）」の指定を解除。構造改

革とともに事業再編後の 5 つのコア事業で再出発へ 
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 2026/12 期 1Q（1-3 月）は、売上高が前年同期比 1.5％増、EBITDA が

同 2.8％減、純利益が構造改革に伴う戦略的費用計上から 58％減。 

 事業セグメント別の売上高は、整備・修理・点検を行う ADE 部門が前

年同期比 7％増、物流の Teleport 部門が同 20％増と堅調に推移。 

 格安既往空会社の「エアアジア」分離に伴う債務削減により、取引所

より「経営難企業（PN17）」の指定が解除された。 
 

What is the news? 

5/18 発表の継続事業ベースの 2026/12 期 1Q（1-3 月）は、売上高が前

年同期比 1.5%減の 767 百万 MYR、EBITDA が同 2.8%減の 99 百万 MYR、純

利益が同 58%減の 25 百万 MYR だった。事業再編後の構造改革に伴う戦

略的な費用計上で最終減益だったものの、再編後の事業の柱と位置付け

る整備関連部門が堅調に推移した。 

1Q の主な事業セグメント別の業績（継続事業ベース）は以下の通り。

①整備、修理、点検のサービスプロバイダーであるアジア・デジタル・

エンジニアリング（ADE）部門は、売上高が前年同期比 7％増の 222 百万

MYR、EBITDA が 8%増の 43 百万 MYR。ベースメンテナンスとラインメン

テナンスの増加に加え、検査所要時間の削減を中心としたコスト管理が

奏功した。②傘下の Teleport が担うロジスティクス（物流）部門は、売

上高が同 20％増の 309 百万 MYR、EBITDA が同横ばいの 22 百万 MYR。③

消費者向けアプリの「Airasia.com」プラットフォームの Airasia Move 部門

は、売上高が同 6%減の 120 百万 MYR、EBITDA が同 13%減の 12 百万

MYR。④エアアジア・ネクスト部門は、決済ビジネス関連の BigPay の損

失抑制のための戦略的な調整もあり、売上高が同 4%減の 66 百万 MYR、

EBITDA が同 17%減の 29 百万 MYR。⑤機内食サービスの Santan 部門は売

上高が同 4％減の 50 百万 MYR、EBITDA が 67％減の２百万 MYR だった。 
How do we view this?  

同社は 5/20、上場先のマレーシア証券取引所から「経営難企業

（PN17）」の指定を解除された。格安航空会社（LCC）である「エアアジ

ア」の分離による債務削減が認められた。取引所は 2022 年、キャピタル

A を経営難の企業を対象とする「PN17」に指定していた。新型コロナウ

イルス禍に伴う業績悪化で債務が膨らみ、監査法人から事業継続に懸念

があるとされたためだ。同社は航空事業を関連会社に売却して債務を減

らし、減資で財務をスリム化する再編を実施。取引所に PN17 の解除を申

請していた。航空事業の分離後、物流や航空機整備、オンライン旅行業

など、航空関連のサービス業企業として再出発した。仏エールフランス

航空の整備を請け負うなど、外部顧客を増やし収入拡大を目指している。 

同社は航空事業のカーブアウト（分離）後、ADE、Teleport、AirAsia 

Move、AirAsia  Next、Santan を 5 つのコア事業と位置付け、Santan 部門に 

おいて AirAsia を超えた第三者航空会社への展開も進めている。 

  

業績推移 ※参考レート　1MYR=40.29円

事業年度 2023/12 2024/12 2025/12 2026/12F 2027/12F

売上高（百万MYR） 1,290 1,709 1,866 3,404 3,654

当期利益（百万MYR） 301 -501 13,018 90 172

EPS（MYR） 0.05 -0.21 1.65 0.01 0.04

PER（倍） 4.80 - 0.25 43.50 10.88

BPS（MYR） -2.07 -2.03 0.22 0.26 0.30

PBR（倍） - - 1.89 1.67 1.45

配当（MYR） 0.00 0.00 0.00 0.00 -

配当利回り（%） 0.00 0.00 0.00 0.00 -

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（MYR） 0.00 （予想はBloomberg）

終値（MYR） 0.435

会社概要

企業データ（2026/6/3）

ベータ値

時価総額（百万MYR）

企業価値=EV（百万MYR）

3ヵ月平均売買代金（百万MYR）

主要株主（2026/6）     （％）

1.TUNE AIR SDN BHD 11.55

2.TUNE LIVE SDN BHD 11.38

3.POSITIVE BOOM LIMITED 7.44

笹木 和弘

kazuhiro.sasaki@phi l l ip.co.jp

+81 3 3666 6980

14.8

                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）

リサーチ部

2026/6/2

ワーナー・ミュージックのアジア地域役員だったトニー・

フェルナンデス氏が2001年に創業。

2022年1月に社名を「エアアジア・グループ」から「キャピ

タルA」に変更し、デジタル事業への進出を本格化。

　マレーシアのクアラルンプール国際空港を拠点とする世

界屈指の規模のLCC（格安航空会社）の航空事業は、関

連会社に売却して債務を減らし、減資で財務をスリム化

する再編を実施。2026年1月に分離（カーブアウト）が完了

し、債務減免の寄与もあり、2026年5月にマレーシア証券

取引所から経営難企業（PN17）の指定解除が発表され

た。

事業再編後の同社グループは、①整備、修理、点検の

サービスプロバイダーである「アジア・デジタル・エンジニ

アリング（ADE）部門」、②傘下のTeleportが担う「ロジス

テ ィ ク ス （ 物 流 ） 部 門 」 、 ③ 消 費 者 向 け ア プ リ の

「Airasia.com」プラットフォームの「Airasia Move部門」、④

ブランド・ライセンス事業やAI（人工知能）駆動のイノベー

ションに注力する「エアアジア・ネクスト部門」、⑤機内食

サービスの「Santan部門」の5事業部門セグメントから構

成される。
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